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(57)【要約】
【課題】立上り壁部構築用のコンクリート型枠のような
浮かし型枠の下端を、床版構築用のコンクリート打設空
間内から立上り壁構築用のコンクリート打設空間内に向
かって配筋されている縦筋を利用して支持させるための
型枠浮かし支持具を提案する。
【解決手段】鉄筋２への取付け部６と、この取付け部６
から水平に連設された型枠支持用アーム７と、この型枠
支持用アーム７に設けられた型枠支持部９とから成る型
枠浮かし支持具１であって、型枠支持用アーム７は、取
付け部６から板面が上下垂直向きとなるように連設され
た帯状板８から成り、型枠支持部９は、帯状板８の上側
辺を片側へ斜めに折曲させた折曲側辺部８ａで構成され
、支持する型枠５の下端面が、帯状板８の折曲側辺部８
ａの端面両出隅角の上側になる出隅角８ｂに線接触の状
態で支持される構成。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鉄筋への取付け部と、この取付け部から水平に連設された型枠支持用アームと、この型
枠支持用アームに設けられた型枠支持部とから成る型枠浮かし支持具であって、前記型枠
支持用アームは、前記取付け部から板面が上下垂直向きとなるように連設された帯状板か
ら成り、前記型枠支持部は、前記帯状板の上側辺を片側へ斜めに折曲させた折曲側辺部で
構成され、支持する型枠の下端面が、前記帯状板の折曲側辺部の端面両出隅角の上側にな
る出隅角に線接触の状態で支持される、型枠浮かし支持具。
【請求項２】
　鉄筋への取付け部と、この取付け部から水平に連設された型枠支持用アームと、この型
枠支持用アームに設けられた型枠支持部とから成る型枠浮かし支持具であって、前記型枠
支持用アームは、前記取付け部から板面が上下垂直向きとなるように連設された帯状板か
ら成り、前記型枠支持部は、前記帯状板の上側辺の、この帯状板の長さ方向適当間隔おき
に並ぶ山部が形成された凹凸上側辺部で構成され、支持する型枠の下端面が、前記帯状板
の凹凸上側辺部の複数の山部の尖端によって支持される、型枠浮かし支持具。
【請求項３】
　前記型枠支持部は、前記帯状板の全長にわたって形成されている、請求項１又は２に記
載の型枠浮かし支持具。
【請求項４】
　前記取付け部は、上下反転させることにより、上下方向の縦筋に対し左右何れ側からも
嵌合可能な嵌合部材と、この嵌合部材内に嵌合した前記縦筋を押圧固定する締結用ボルト
とから成り、前記型枠支持用アームは、前記嵌合部材から、板面が上下垂直向きとなるよ
うに一体に連設された帯状板から成り、前記型枠支持部は、前記帯状板の上下両側辺に設
けられている、請求項１～３の何れか１項に記載の型枠浮かし支持具。
【請求項５】
　前記取付け部は、上下方向の縦筋に対し横から嵌合可能な嵌合部材と、この嵌合部材内
に嵌合した前記縦筋を押圧固定する締結用ボルトとから成り、前記型枠支持用アームは、
前記嵌合部材から、板面が上下垂直向きとなるように一体に連設された帯状板から成り、
前記嵌合部材の、前記縦筋に外嵌当接する、平面形状がＶ字形に凹入する縦筋受け部は、
前記型枠支持用アームを構成する帯状板の上下巾よりも上下方向高さが大きく、前記嵌合
部材の、前記帯状板と前記縦筋受け部との間の上側縁は、前記帯状板の型枠支持部におけ
る型枠支持高さと同一高さになっている、請求項１～４の何れか１項に記載の型枠浮かし
支持具。
【請求項６】
　前記型枠支持用アームの前記型枠支持部となる箇所には、当該型枠支持部における型枠
支持高さよりも低い位置で上下方向に貫通する軸杆挿通孔が設けられ、この軸杆挿通孔に
差し込み可能な軸杆の上端部に合成樹脂製コーンが着脱自在に螺嵌され、このコーンの下
端から突出する前記軸杆を前記軸杆挿通孔に差し込んだとき、前記コーンの下端が、前記
型枠支持部で支持される、請求項１～５の何れか１項に記載の型枠浮かし支持具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、床版から垂直に立ち上がる立上り壁を構築する際に使用される立上り壁用コ
ンクリート型枠を、床版構築空間の上側に浮かせて支持するための型枠浮かし支持具に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　床版と、この床版から垂直に立ち上がる立上り壁とを構築する場合、床版との間の入隅
部上に配置される立上り壁用コンクリート型枠は、床版構築空間の上側に浮かせて支持し
なければならない。このような場合には、特許文献１に記載されるように、床版構築空間
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内から立上り壁構築空間内にわたって配置される上下方向の縦筋に片持ち状に取り付けて
、立上り壁用コンクリート型枠の下端を支持する型枠浮かし支持具が使用される。この特
許文献１に記載の型枠浮かし支持具は、鉄筋への取付け部と、この取付け部から水平に連
設された型枠支持用アームと、この型枠支持用アームに設けられた型枠支持部とから成る
型枠浮かし支持具であって、前記型枠支持部は、上端が下端より大径の合成樹脂製のコー
ンと、このコーンの下端から垂直下方に突出する螺軸、及び前記型枠支持用アーム側に設
けられて、前記螺軸の下端部を螺合連結させる上下方向のネジ孔から構成されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－００７３２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載された従来の型枠浮かし支持具の構成では、型枠支持用アームとは別
に、合成樹脂製のコーンと、このコーンの下端から垂直下方に突出する螺軸、及びこの螺
軸を螺合連結させるために前記型枠支持用アームに設けられた上下方向のネジ孔が必要で
あり、実施コストが高くつくものであった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記のような従来の問題点を解消することのできる型枠浮かし支持具を提案
するものであって、第一の本発明に係る型枠浮かし支持具は、後述する実施例との関係を
理解し易くするために、当該実施例の説明において使用した参照符号を括弧付きで付して
示すと、鉄筋(2)への取付け部(6)と、この取付け部(6)から水平に連設された型枠支持用
アーム(7)と、この型枠支持用アーム(7)に設けられた型枠支持部(9)とから成る型枠浮か
し支持具(1)であって、前記型枠支持用アーム(7)は、前記取付け部(6)から板面が上下垂
直向きとなるように連設された帯状板(8)から成り、前記型枠支持部(9)は、前記帯状板(8
)の上側辺を片側へ斜めに折曲させた折曲側辺部(8a)で構成され、支持する型枠(5)の下端
面が、前記帯状板(8)の折曲側辺部(8a)の端面両出隅角の上側になる出隅角(8b)に線接触
の状態で支持される構成になっている。
【０００６】
　又、第二の本発明に係る型枠浮かし支持具は、鉄筋(2)への取付け部(6)と、この取付け
部(6)から水平に連設された型枠支持用アーム(7)と、この型枠支持用アーム(7)に設けら
れた型枠支持部(9)とから成る型枠浮かし支持具(1)であって、前記型枠支持用アーム(7)
は、前記取付け部(6)から板面が上下垂直向きとなるように連設された帯状板(8)から成り
、前記型枠支持部(9)は、前記帯状板(8)の上側辺の、この帯状板(8)の長さ方向適当間隔
おきに並ぶ山部(12)が形成された凹凸上側辺部(13)で構成され、支持する型枠(5)の下端
面が、前記帯状板(8)の凹凸上側辺部(13)の複数の山部(12)の尖端(12a)によって支持され
る構成になっている。
【発明の効果】
【０００７】
　上記本発明の構成によれば、浮かし型枠を支持する型枠支持部は、取付け部から水平に
連設された型枠支持用アームを構成する帯状板の上側辺そのもので構成され、従来のよう
に、合成樹脂製のコーン、このコーンの下端から垂直下方に突出する螺軸、及びこの螺軸
を螺合連結させるために前記帯状板に設けられた上下方向のネジ孔などが一切不要であり
、非常に安価に実施することが出来る。しかも、板面が上下方向の帯状板の上側辺は、板
厚が薄いものであるとしても、平坦な端面が存在するので、この平坦な端面で浮かし型枠
を支持させたのでは、仕上がった床版の表面に、前記帯状板の平坦な端面が帯状に露出す
ることになり、非常に目立ちやすいし、この帯状露出面とコンクリート面との境界からコ
ンクリートが剥がれ易いが、本発明の構成では、極細い線か又は点状に帯状板が露出する
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ことになるので、非常に目立ち難いし、コンクリートの剥がれ易さも改善される。
【０００８】
　上記本発明を実施する場合、具体的には、前記型枠支持部(9)は、前記帯状板(8)の全長
にわたって形成するのが望ましい。この構成によれば、型枠支持用アーム（帯状板）の全
長域の何れの箇所でも浮かし型枠を支持させることが出来、従来のように、浮かし型枠の
支持位置に応じて型枠支持部の位置を、縦筋に対する遠近方向に調整する必要も無くなり
、作業性が向上する。又、第一発明の実施に際しては、使用する帯状板として板厚の薄い
板材を使用して、軽量化とコストダウンを図っても、型枠支持用アームそのものの曲げ強
度を高めることが出来る。
【０００９】
　又、前記取付け部(6)は、上下反転させることにより、上下方向の縦筋(2)に対し左右何
れ側からも嵌合可能な嵌合部材(10)と、この嵌合部材(10)内に嵌合した前記縦筋(2)を押
圧固定する締結用ボルト(11)とから構成し、前記型枠支持用アーム(7)は、前記嵌合部材(
10)から、板面が上下垂直向きとなるように一体に連設された帯状板(8)から構成し、前記
型枠支持部(9)は、前記帯状板(8)の上下両側辺に設けることが出来る。この構成によれば
、この型枠浮かし支持具を取り付けようとする縦筋の周囲の状況によって、当該縦筋に型
枠浮かし支持具を左右何れ側からでも取り付けることが出来る。
【００１０】
　上記のように、前記取付け部(6)を、上下方向の縦筋(2)に対し横から嵌合可能な嵌合部
材(10)と、この嵌合部材(10)内に嵌合した前記縦筋(2)を押圧固定する締結用ボルト(11)
とから構成し、前記型枠支持用アーム(7)は、前記嵌合部材(10)から、板面が上下垂直向
きとなるように一体に連設された帯状板(8)から構成する場合は、前記嵌合部材(10)の、
前記縦筋(2)に外嵌当接する、平面形状がＶ字形に凹入する縦筋受け部(10a)を、前記型枠
支持用アーム(7)を構成する帯状板(8)の上下巾よりも上下方向高さを大きくし、前記嵌合
部材(10)の、前記帯状板(8)と前記縦筋受け部(10a)との間の上側縁(10f)は、前記帯状板(
8)の型枠支持部(9)における型枠支持高さと同一高さにするのが望ましい。この構成によ
れば、前記嵌合部材の前記縦筋に外嵌当接する縦筋受け部の高さが、前記型枠支持用アー
ムを構成する帯状板の上下巾と等しい構成と比較して、前記型枠支持用アームを構成する
帯状板の上下巾は必要最小限に抑えながら、前記嵌合部材の前記縦筋に当接する縦筋受け
部には十分な高さを持たせて、縦筋に対する取付け状態での安定性と強度を高めることが
出来る。しかも、前記嵌合部材の、縦筋に外嵌当接する縦筋受け部に隣接する部分の上側
辺を参照して、縦筋に対する取付け高さを、支持する型枠の下端高さに対応した高さに容
易に合わせることが出来る。
【００１１】
　更に、前記型枠支持用アーム(7)の前記型枠支持部(9)となる箇所には、当該型枠支持部
(9)における型枠支持高さよりも低い位置で上下方向に貫通する軸杆挿通孔(17)を設け、
この軸杆挿通孔(17)に差し込み可能な軸杆(16)の上端部に合成樹脂製コーン(15)を着脱自
在に螺嵌し、このコーン(15)の下端から突出する前記軸杆(16)を前記軸杆挿通孔(17)に差
し込んだとき、前記コーン(15)の下端が、前記型枠支持部(9)で支持されるように構成す
ることが出来る。この構成によれば、線状又は点状といえども、金属製の帯状板がコンク
リート表面に露出することが許されず、必ず一定のコンクリート被り厚さを確保しなけれ
ばならないような現場では、前記合成樹脂製コーンの下端から突出する前記軸杆を前記軸
杆挿通孔に差し込んで、前記合成樹脂製のコーンで浮かし型枠を支持させるように使用す
ることが出来る。この場合、前記合成樹脂製のコーンが型枠支持用アーム（帯状板）の上
側辺で直接支持されるものであり、従来のように、前記コーンを支持する螺軸が型枠支持
用アームとの間に存在する構成と比較して、コーンを安定良く且つ支持強度の高い状態で
支持させることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１Ａは、本発明一実施例に係る型枠浮かし支持具の使用状態を示す一部縦断側
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面図、図１Ｂは、同横断平面図、図１Ｃは、型枠支持用アームの浮かし型枠支持状態を示
す拡大縦断面図である。
【図２】図２Ａは、型枠浮かし支持具の平面図、図２Ｂは、同型枠浮かし支持具の背面図
である。
【図３】図３Ａは、型枠浮かし支持具の本体の第一変形例を示す正面図、図３Ｂは、前記
本体の第二変形例を示す正面図、図３Ｃは、図３ＢのＸ-Ｘ線拡大断面図である。
【図４】図４Ａは、型枠浮かし支持具の本体の第三変形例を示す平面図、図４Ｂは、同変
形例の型枠浮かし支持具の本体とコーンとを別々に示す一部縦断正面図である。
【図５】図５Ａは、上記第三変形例の使用状態を示す要部拡大正面図、図５Ｂは、図５Ａ
の縦断側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１において、１は型枠浮かし支持具、２は、床版構築用のコンクリート打設空間３内
から立上り壁構築用のコンクリート打設空間４内にわたって配設された上下方向の縦筋、
５は、型枠浮かし支持具１によって支持された立上り壁構築用のコンクリート型枠５（以
下、浮かし型枠と称する）である。
【００１４】
　以下、型枠浮かし支持具１の具体構造を、図２及び図３に基づいて説明すると、型枠浮
かし支持具１は、１枚の鉄板からプレス加工によって構成されたもので、縦筋２への取付
け部６と、この取付け部６から水平に連設された型枠支持用アーム７から構成されている
。取付け部６は、上下反転させることにより、縦筋２に対し左右何れ側からも嵌合させる
ことが出来る嵌合部材１０と、この嵌合部材１０内に嵌合した縦筋２を押圧固定する締結
用ボルト１１とから構成されている。嵌合部材１０は、縦筋２に外嵌当接する、平面形状
がＶ字形に凹入する縦筋受け部１０ａと、この縦筋受け部１０ａの一端から連設されて、
当該縦筋受け部１０ａに対面する板部１０ｂとから成り、この板部１０ｂに、前記締結用
ボルト１１が、縦筋受け部１０ａに対する遠近方向に螺合貫通する貫通ネジ孔１０ｃが設
けられている。前記嵌合部材１０には、その全域にわたって外側に突曲する補強用リブ１
０ｄが一体形成されている。型枠支持用アーム７は、嵌合部材１０の板部１０ｂの遊端か
ら、板面が上下垂直向きとなるように、縦筋受け部１０ａから遠ざかる方向に一体に折曲
連設された帯状板８から構成され、この帯状板８の上側辺が型枠支持部９となっている。
【００１５】
　前記嵌合部材１０は、板部１０ｂの遊端から縦筋受け部１０ａまでの上下巾よりも、縦
筋受け部１０ａの上下巾が大きくなった、締結用ボルト１１の軸心に対し上下対称形状の
ものであって、貫通ネジ孔１０ｃが、補強用リブ１０ｄ内に入り込むバーリング加工を伴
っている関係で、補強用リブ１０ｄの上下両側の板巾の不足を補うために、板部１０ｂの
上下両側辺には、貫通ネジ孔１０ｃの上下両側において円弧形突出部１０ｅが設けられて
いる。型枠支持用アーム７を構成する帯状板８は、嵌合部材１０の縦筋受け部１０ａを除
く部分の上下巾よりも更にその上下巾が狭くなったもので、その上側縁と、嵌合部材１０
の縦筋受け部１０ａを除く部分の上側縁１０ｆとは同一高さで連続している。従って、型
枠支持用アーム７を構成する帯状板８は、嵌合部材１０の上下巾の中心より上側に偏って
いることになる。
【００１６】
　型枠支持部９は、帯状板８の上側辺をその全長域にわたって片側へ斜めに折曲した折曲
上側辺８ａで構成され、図１Ｃに示すように、支持する浮かし型枠５の下端面が、前記折
曲上側辺８ａの端面両出隅角の上側になる出隅角８ｂに線接触の状態で支持されるように
構成している。図示の実施例では、帯状板８の下側辺も、その全長域にわたって前記折曲
側辺部８ａと同一側へ斜めに折曲した折曲下側辺８ｃとなっている。
【００１７】
　上記構成の型枠浮かし支持具１は、型枠支持用アーム７が縦筋２に対し浮かし型枠５が
配置される側へ突出するように、取付け部６の嵌合部材１０を縦筋２に横から嵌合し、縦
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筋２に嵌合部材１０の縦筋受け部１０ａを外嵌させた状態で、締結用ボルト１１を捻じ込
んで、この締結用ボルト１１の先端と嵌合部材１０の縦筋受け部１０ａとの間で縦筋２を
挟み込むことにより、縦筋２の所定高さに取り付けられるものであるが、その縦筋２に対
する型枠浮かし支持具１の取付け高さは、浮かし型枠５の下端高さで縦筋２に目印線を印
しておき、嵌合部材１０の、縦筋受け部１０ａを除く部分の上側縁１０ｆを前記目印線に
合わせることによって決めることが出来る。この後、浮かし型枠５を、型枠支持用アーム
７の型枠支持部９となっている折曲上側辺８ａ上に載置支持させる。この結果、浮かし型
枠５の下端面が、折曲上側辺８ａの端面両出隅角の上側になる出隅角８ｂに線接触の状態
で支持される。尚、嵌合部材１０の縦筋受け部１０ａを除く部分の上側縁１０ｆと同一高
さにあった帯状板８の上側辺は、片側への斜めの折曲によって若干低くなっているので、
厳密には、嵌合部材１０の上側縁１０ｆと同一高さで縦筋２に印された目印線の高さは、
浮かし型枠５の下端面が当接する折曲上側辺８ａの出隅角８ｂの高さより僅かに高くなる
が、実用上は全く問題無い。
【００１８】
　床版構築用のコンクリート打設空間３及び立上り壁構築用のコンクリート打設空間４内
に配筋してコンクリートを打設し、所定期間の養生後に浮かし型枠５を解体除去するので
あるが、浮かし型枠５の下端面と同一レベルに表面が仕上げられる床版の表面には、浮か
し型枠５の下端面相当位置に、型枠支持用アーム７の型枠支持部９における折曲上側辺８
ａの出隅角８ｂが線状に露出することになるが、殆ど目立たない。
【００１９】
　尚、縦筋２の周囲の状況によって、帯状板８の上側辺の型枠支持部９が下になる向きに
嵌合部材１０を縦筋２に取り付けた場合であっても、上側になった帯状板８の折曲下側辺
８ｃも、構造は、型枠支持部９となる折曲上側辺８ａと同一であるから、浮かし型枠５を
型枠支持部９となる折曲上側辺８ａで支持する場合と全く変わりなく、帯状板８の折曲下
側辺８ｃの上側になる出隅角８ｄ（図１Ｃ参照）によって浮かし型枠５を支持させること
が出来るが、このような使用方法が想定される場合は、図３Ａに示すように、前記帯状板
８の上下巾を嵌合部材１０の縦筋受け部１０ａを除く部分の上下巾と等しくし、嵌合部材
１０の板部１０ｂをそのまま延長させて折曲することにより、型枠支持用アーム７を構成
させることが望ましい。この構成では、帯状板８の折曲下側辺８ｃの出隅角８ｄと、嵌合
部材１０の縦筋受け部１０ａを除く部分の下側縁１０ｇとが略同一高さで連続することに
なるので、型枠浮かし支持具１を上下反転させて、縦筋２に対し嵌合部材１０を反対側か
ら嵌合させて使用した場合も、縦筋２に対する型枠浮かし支持具１の取付け高さの決定な
どを同じように行うことが出来る。
【００２０】
　又、型枠支持部９を、帯状板８の側辺を片側へ斜めに折曲させて構成するのではなく、
図３Ｂに示すように、板面全体が平坦な帯状板８の上側辺に、この帯状板８の長さ方向適
当間隔おきに並ぶ山部１２が形成された凹凸上側辺部１３を構成して、型枠支持部９とす
ることも出来る。この場合は、支持される浮かし型枠５の下端面が、前記凹凸上側辺部１
３の複数の山部１２の尖端１２ａによって支持されることになる。尚、この場合も、型枠
支持部９となる凹凸上側辺部１３を、帯状板８の側辺の全長域にわたって構成することが
出来るし、帯状板８の下側辺にも、前記凹凸上側辺部１３と同一の凹凸下側辺部１４を構
成することが出来る。
【００２１】
　以上に示した型枠浮かし支持具１は、型枠支持用アーム７に対するコンクリートの被り
を確保する必要のない場合に活用出来るものであるが、型枠支持用アーム７に対するコン
クリートの被りを確保しなければならない場合にも活用出来るように、次のように構成す
ることが出来る。即ち、図４～図５に示すように、上端が下端より大径の裁頭円錐形の合
成樹脂製のコーン１５と、所定長さの螺軸から成る軸杆１６と、型枠支持用アーム７に設
けられた上下方向の軸杆差込み孔１７とが追加される。コーン１５は、その中心部に、上
下方向に貫通する貫通ネジ孔１５ａを形成する金属製の円筒形インサート１５ｂが埋設さ
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れたもので、前記軸杆１６の上端螺軸部１６ａが貫通ネジ孔１５ａに下端側から着脱自在
に螺嵌連結されている。このとき、コーン１５の下端から突出する軸杆１６の下端突出部
１６ｂの長さを一定にするため、所定長さの軸杆１６の上端一定領域にのみネジ溝を加工
して、このネジ溝が加工された一定長さの上端螺軸部１６ａだけを貫通ネジ孔１５ａ内に
螺入出来るようにしても良いが、図示のように全長にわたってネジ溝が加工された螺軸を
軸杆１６として使用するときは、貫通ネジ孔１５ａ内に螺嵌させる一定長さの上端螺軸部
１６ａの下端位置に、それ以上の貫通ネジ孔１５ａ内への螺入を阻止するための、ネジ溝
を一部分加圧変形させたカシメ部１６ｃを設けておくのが望ましい。
【００２２】
　軸杆１６のコーン１５の下端から突出する下端突出部１６ｂは、型枠支持用アーム７の
側部に上下方向に貫通するように設けられた前記軸杆差し込み孔１７に上から差し込まれ
る。軸杆差し込み孔１７は、型枠支持用アーム７を構成する帯状板８に、その長さ方向に
沿って設けられた上下２本の切込みの間の板部を、折曲上下両側辺８ａ，８ｃの折曲して
いる側に突曲させた、帯状板８の上下巾の中心に位置する突曲板部１７ａの内側で構成さ
れている。前記軸杆１６の下端突出部１６ｂは、帯状板８の上下巾とほぼ等しい長さにな
っており、この軸杆１６の下端突出部１６ｂを軸杆差し込み孔１７に上から下向きに差し
込んで、コーン１５の下端を型枠支持用アーム７（帯状板８）の折曲上側辺８ａ又は折曲
下側辺８ｃに支持させたとき、当該軸杆１６の下端突出部１６ｂは、帯状板８の折曲上下
両側辺８ａ，８ｃの出隅角８ｂ，８ｄに隣接するように構成している。
【００２３】
　尚、この実施例は、図３Ａ又は図３Ｂに示す実施例の型枠支持用アーム７と組み合わせ
ることも出来る。又、軸杆差し込み孔１７としては、帯状板８の側面に溶接などにより固
着した筒状体の上下方向の中央貫通孔や、帯状板８の側面に溶接などにより固着した長尺
ナットの上下方向の中央貫通ネジ孔で構成することも可能である。長尺ナットを利用する
ときは、コーン１５の下端から突出する軸杆１６の下端突出部１６ｂが螺軸である場合に
、コーン１５の取付けをネジ嵌合により強固に行える。
【００２４】
　上記のコーン１５を使用する場合、型枠支持用アーム７の軸杆差し込み孔１７に、コー
ン１５の下端から突出する軸杆１６の下端突出部１６ｂを上から下向きに差し込んで、コ
ーン１５の下端を、型枠支持用アーム７（帯状板８）の上側縁（折曲上下両側辺８ａ，８
ｃの出隅角８ｂ，８ｄの内、上側になる出隅角）に載置支持させた状態で使用される。こ
の場合、縦筋２に対する型枠浮かし支持具１の取付け高さは、浮かし型枠５の下端高さか
らコーン１５の高さ分を差し引いた高さで、縦筋２に目印線を印しておき、嵌合部材１０
の、縦筋受け部１０ａを除く部分の上下両側縁１０ｆ，１０ｇの内、上側になる側縁を前
記目印線に合わせることによって決めることが出来る。又、縦筋２に型枠浮かし支持具１
を取り付けるとき、締結用ボルト１１を完全に締め付ける前に、縦筋２に対する型枠支持
用アーム９の向きを調整して、浮かし型枠５の真下位置にコーン１５を位置させる。
【００２５】
　上記のコーン１５を併用するときは、床版構築用のコンクリート打設空間３及び立上り
壁構築用のコンクリート打設空間４内に配筋してコンクリートを打設し、所定期間の養生
後に浮かし型枠５を解体除去することによって構築される床版の表面には、浮かし型枠５
の下端面相当位置にコーン１５の上端が露出しているので、このコーン１５を、軸杆１６
の上端螺軸部１６ａに対するネジ戻し方向に回転操作して軸杆１６から除去すれば、床版
の表面に、コーン１５の除去跡である裁頭円錐形の、底面から軸杆１６の上端螺軸部１６
ａが突出している凹部が残ることになる。この凹部内にモルタルを充填して塞ぐことによ
り、床版の表面の仕上げが完了する。このようにして構築した床版には、金属板から成る
型枠支持用アーム７（帯状板８）に対して、コーン１５の高さ分だけのコンクリートの被
り厚さが確保される。
【００２６】
　図示省略しているが、型枠支持用アーム７には、軸杆差し込み孔１７を帯状板８の長さ
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に変更出来るように構成することも出来る。
【産業上の利用可能性】
【００２７】
　本発明の型枠浮かし支持具は、床版と、この床版から立ち上がる立上り壁部とを一体に
構築する場合に、当該立上り壁部構築用のコンクリート型枠の下端を、床版構築用のコン
クリート打設空間内から立上り壁構築用のコンクリート打設空間内に向かって配筋されて
いる縦筋に支持させる手段として活用出来る。
【符号の説明】
【００２８】
　１　　型枠浮かし支持具
　２　　縦筋
　３　　床版構築用のコンクリート打設空間
　４　　立上り壁構築用のコンクリート打設空間
　５　　立上り壁構築用のコンクリート型枠（浮かし型枠）
　６　　取付け部
　７　　型枠支持用アーム
　８　　帯状板
　８ａ　　折曲上側辺
　８ｂ，８ｄ　　出隅角
　８ｃ　　折曲下側辺
　９　　型枠支持部
　１０　　嵌合部材
　１０ａ　　縦筋受け部
　１０ｂ　　板部
　１０ｃ　　貫通ネジ孔
　１０ｄ　　補強用リブ
　１０ｅ　　円弧形突出部
　１０ｆ　　上側縁
　１０ｇ　　下側縁
　１１　　締結用ボルト
　１２　　山部
　１２ａ　　尖端
　１３　　凹凸上側辺部
　１４　　凹凸下側辺部
　１５　　合成樹脂製のコーン
　１６　　軸杆
　１７　　軸杆差込み孔
　１７ａ　　突曲板部
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